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Abstract
Material Flow Cost Accounting（MFCA）is a branch of environ-

mental management accounting which was developed by Germany
in the late１９９０s and subsequently introduced to Japan. It has been
applied to Japanese enterprises（SMEs）since２０００. MFCA has differ-
ent focus and content from traditional costing, exemplified by the
visualization of the cost data in production process. In２０１１, Japan
conducted the international standardization of MFCA according to
ISO１４０５１ and issued the standard ISO１４０５２ for the MFCA applica-
tion in supply chain in ２０１７. In ２０１８, Japan is now discussing the
planning of the MFCA-related standard ISO１４０５３. However, after
referring to the relevant literatures in recent years, it is found that
the development speed of MFCA is slowing down and that some
scholars even have different views about MFCA. Under this back-
ground, this paper analyzes the essence of MFCA, and then com-
pares MFCA with traditional Japanese cost accounting from three
aspects : cost factor, calculation principle and calculation purpose.
This study expects to get inspired from the comparison between the
two different types of accountings and to provide references for ex-
ploring the internal reasons why recent development of MFCA
slows down.

Keywords :Material Flow Cost Accounting（MFCA）, Cost Account-
ing Standard，Material loss, Visualization
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１．はじめに

マテリアルフローコスト会計（Material Flow Cost Accounting，以下

MFCAとする）の原型は，１９９０年代後半にドイツで提唱されたフローコス

ト会計である。MFCAの基となった手法は，ドイツ・アウグスブルグの経

営・環境研究所（Institut für Management und Umwelt, Augsburg Ger-

many, IMU）のベルン・ワグナー教授が環境管理手法として開発したフロー

コスト会計（FCA）である。その後，２０００年に，日本に紹介され，日本経

済産業省が導入を促進したことで，２００社以上の日本企業にMFCAが導入さ

れた。経済産業省は，２００２年に，この成果を『環境管理会計手法ワークブッ

ク』に収録した。経済産業省は，２００４年度から２０１０年度にかけてMFCAの

普及・促進策を展開した。

図表１は，２０００年から２０１７年まで，日本におけるMFCAに関する学術論

文の掲載状況について，国立情報学研究所の学術情報データベースCiNii Ar-

ticlesにおいて，「MFCA」と「マテリアルフローコスト会計」をキーワー

ドとして検索した研究文献の数を示したものである。

図表１が示すように，２００２年から２０１１年まではマテリアルフローコスト会

計に関する研究文献数は増加傾向にあるが，２０１２年から減少している。さら
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（出所）筆者作成

図表１ 日本におけるマテリアルフローコスト会計に関する研究文献数

に，２０１１年に経済産業省がMFCA普及事例集を発行した後，日本における

事例の報告も減少している（詳細は，本稿末の付録「日本における１７年間の

研究文献リスト」を参照）。

以上のことから，近年のMFCAの研究や実施が順調に進んでいると言え

ないと考えられる。その理由として，MFCAを企業に適用するにあたり，

その限界と問題点の存在が考えられる。したがって，MFCAの限界と問題

点を研究するため，本稿では，MFCAの本質と従来の原価計算との相違を

明らかにすることを目的とする。本稿は，MFCAの限界を補完する手法の

選択などの研究に必要な基礎研究として位置づけられるものと考えている。

本稿の構成は以下のとおりである。まず，第２節では，MFCAの原則，

発展経緯，本質を明らかにする。第３節では，コスト要素，計算方法，計算

目的という３つの側面から，MFCAと従来の原価計算との相違点を比較し

て，MFCAと原価計算とのコスト要素の関係，計算上の相互関係，企業に

対する計算目的の相違点などを検討する。第４節では，結論を述べる。



90 経 営 と 経 済

１ マテリアルとは，物質，材料，原料などを指す。
２ 國部・中嶌（２０１８）４頁。マスバランスは，エコバランスあるいはマテリアルバ
ランスとも呼ばれる。
３ 「質量保存則」という法則について神鳥・松村・安川・石川（２００２）を参照のこ
と。

（出所）國部・中嶌（２０１８）４頁を参照して作成

図表２ MFCAの理論的な根拠

２．MFCAとは

MFCAとは，製造プロセスにおける資源やエネルギーのロスに着目して，

そのロスに関連する材料費，加工費，設備償却費などを「負の製品コスト」

として，総合的に行なう原価計算手法のことである。この手法で注目される

のは，経営者や現場管理者の意思決定に，MFCAが提供するロスの情報を

用いることより，環境負荷（資源使用量）の低減による環境保全とコストダ

ウンによる経済性の二つの両立を達成できる点である。MFCAを使って製

造プロセスでの資源の無駄の可視化をすることは，省資源や省エネにもつな

がる。

２.１ MFCAの原則

MFCAの最も重要な理論的な根拠は，マテリアル１のフローを物量単位で

捕捉するマスバランス２である。マスバランスの基本原理は「質量保存の法

則」という化学変化と物量質量の関係を表す法則３である。図表２はMFCA

が存在できる基本的な原則を示すものである。
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４ 國部・中嶌（２０１８）５頁。

（出所）筆者作成

図表３ MFCAの開発

図表２に示す原則を基に，MFCAは，生産工程でのマテリアルフローに

着目して，マスバランスを観測し，製造プロセスにおける資源やエネルギー

のロスに注目して，工程中のこれらのロスの内容を詳細に分析し，そのロス

に投入した材料費，加工費，設備償却費などを「負の製品コスト」として，

総合的にコスト評価を行い，生産工程での問題点を摘出し，ロスが生じる問

題点の改善に役立てようとする手法である。

図表３は，マテリアルのフローを物量単位で捕捉するマスバランスに単価

を乗じてコスト情報を求めることによって，MFCAの計算方法が開発され

たことを示すものである。開発者のワグナー教授は，コスト情報を追加する

ことで，マテリアルのフローへの経営者の関心が格段に高まったと述べてい

る４。

２.２ MFCAの発展経緯

日本では，２０００年から経済産業省により環境管理会計手法が開発され，こ

れをきっかけにMFCAの導入を試み，その成果は，２００２年に発行された『環
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５ 國部・中嶌（２０１８）６頁。

（出所）國部・中嶌（２０１８）５-６頁を基に筆者作成

Excelで計算できるERPシステム必要必要条件

簡易型の計算方法
原材料の区別をフロー全体で維持す
る詳細な計算

計算方法

一製品もしくは一プロセス単位で導
入可能なもので，対象とするコスト
の範囲も目的に応じて柔軟に変更で
きる

究極的には工場全体のマテリアルの
フローすべてを物量とコストで測定
することを目指す

対 象

２０００年から発展１９９０年代から起源経 緯

日本におけるMFCAドイツにおけるFCA

図表４ ドイツFCAと日本MFCAとの相違

境管理会計手法ワークブック』において，２００社以上の企業での事例研究も

踏まえて「マテリアルフローコスト（MFCA）会計として」収録されてい

る。

図表４は，ドイツのFCAと日本のMFCAとの相違をまとめたものであ

る。図表４から，日本におけるMFCAは，ドイツFCAの手法より簡易であ

り，EXCLE表で日本企業に柔軟的な形で導入されていることがみえる。

さらに，筆者は，２０００から２０１７年まで，MFCAに関する発展経緯を整理

した。その結果を示したのが図表５である。図表５が示すように，FCAは

ドイツで開発されたが，日本でMFCAとして発展している。この過程で，

２０１１年にMFCAの一般的な枠組みを定めた ISO１４０５１が発行された。その

後，サプライチェーンへのMFCAの導入に関する規格が提案され，２０１７年

に ISO１４０５２として発行された。さらに，２０１７年には，中小企業向けのMFCA

に関する新規提案が承認され，現在は ISO１４０５３として審議中である５。
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（出所）筆者作成

図表５ MFCAの発展経緯

中小企業へ
の導入の議論

サプライ
チェーンへ
のMFCAの
導入に関す
る規格

MFCAの一般
的な枠組みを
定めたもの

①ドイツの環境省のよる『環境コスト
　マネジメントガイド』で、MFCAを主
　要な手法として位置づけられる

②日本経済産業省による導入・普及、
　発行された『環境管理会計手法
　ワークブック』ではMFCAの具体的
　な日本企業事例を紹介した

1990年代後半 2000年以降
2011年 2017年 2018年

ISO14052が

発行された

（日本から提案）

ISO14051が

発行された

（日本から提案）

ISO14053が

審議中

（日本から提案）

FCAが
採用された

MFCAが
開発された

FCAが
開発された

（ドイツ）

（出所）筆者作成

図表６ MFCA本質のイメージ図

２.３ MFCAの定義

MFCAは，マスバランスを原点として，工程内の原材料（マテリアル）

を実際の流れ（フローとストック）に応じて投入物質ごとに物量を計算し，

それに単価を乗じることで，コストを計算する手法だと言えるだろう。

さらに，図表６が示すように，MFCAの本質は，サプライヤーからマテ
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６ マテリアルロスの多くは廃棄物だが，エネルギーロスや化学物質の自然発揮など
もマテリアルロスに含まれる（國部・中嶌（２０１８）８頁）。
７ 中嶌・國部（２００８）９６頁 。
８ MFCAの計算方法については，原材料の区別をフロー全体で維持する詳細なドイ
ツ式の計算より，日本式の簡易型の計算方法が採用されている（ドイツのMFCA計
算方法に，図表４を参照）。
９ 中嶌・國部（２００８）９６頁 。

リアルが導入され，最終的に製品とマテリアルロス６として企業の外へ出て

いくことまでの流れを物量情報として捉えるとともに，それを基礎として金

額単位でコスト情報として把握することにあると考えられる。すなわち，

MFCAは物量とコストの２つの情報を測定し管理するシステムである７。

３．MFCAと伝統的な原価計算との比較

本章では，日本における伝統的な原価計算を代表するものとして『原価計

算基準』（以下『基準』）を取り上げ，日本におけるMFCAの計算の仕組み８

と比較する。

『基準』によると，原価とは経営における一定の給付にかかわらせて，把

握された財貨または用役の消費を貨幣価値的に表わしたものである。つま

り，伝統的原価計算（以下，単に原価計算という）は，販売されて市場で回

収されるべき価値の計算を目的としている。これに対して，MFCAの計算

は，物質的な構成比率を基礎とするものであり９，製品（正の製品）になる

コストと廃棄物であるロス（負の製品）のコストを明確に分別して計算する

ことを目的としている。具体的な相違点について以下の３つの側面から述べ

る。

３.１ 製造原価分類の相違

原価計算においては，『基準』に基づき，費用の発生を基礎として製造原
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（出所）日本における『原価計算基準』第２章第２節を基に筆者作成

１ 減価償却費
２ 棚卸減耗費
３ 福利施設負担額
４ 修繕料
５ 電力，ガス，水道料
６ 旅費交通費など

経費とは，材料費，労務費以外の原価要
素をいう

１ 賃金（基本給のほか割増賃金を含む）
２ 給料
３ 雑給
４ 従業員賞与手当
５ 退職給与引当金繰入額
６ 福利費（健康保険料負担金等）

労務費とは，労務用役の消費によって生
ずる原価をいい，おおむね次のように細
分する

１ 素材費（原料費）
２ 買入部品費
３ 燃料費
４ 工場消耗品
５ 消耗工具器具備品費

材料費とは，物品の消費に生じる原価を
いい，おおむね次のように細分する

図表７ 原価計算における製造原価分類（形態別）

１０ 『原価計算基準』第二章第一節（八）。
１１ 國部（２００８）２０頁。

価が分類されている。製造原価の分類の基本は形態別分類である１０。図表７

は，『基準』により形態別に従った製造原価の分類を示すものである。

他方，MFCAの計算では，すべての製造原価を，図表８の示すように４

つに分類している１１。

図表８が示すように，投入された原材料費であるMC（マテリアルコスト）

だけではなく，労務費や減価償却費であるSC（システムコスト），加工費や

電力費・燃料費などのエネルギー費であるEC（エネルギーコスト），排気，
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（出所）國部（２００８）２０頁を基に筆者作成

１ 廃棄物処理費
WTC（Waste Treatment Cost）:配送・処理 産廃の処理費
用など

１ 電力費
２ 燃料費 など

EC（Energy Cost）:電力費・燃料費などのエネルギー費

１ 労務費
２ 減価償却費
３ 設備の修繕・
維持費など

SC（System Cost）:労務費・減価償却費，加工費などの間接
労務費

１ 材料費
２ 補助材料

MC（Material Cost）:最初の工程から投入する主材料だけで
なく途中の工程で追加する副材料・洗浄剤・溶剤・触媒などの
補助材料も含める

図表８ MFCAにおける製造原価の分類

（出所）筆者作成

図表９ 原価計算とMFCAとの製造原価分類原価の対応関係

廃液，廃棄物の所内における処理費用や外部へ処理委託する際の委託費用で

あるWTC（廃棄物処理コスト）なども，MFCAでは重要なコスト要素とな

る。
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１２ 東海（２０１０）４８頁。

（出所）東海（２０１０）４８頁

図表１０ 原価計算の手順

図表９は，前述の図表７と図表８を基に作成した原価計算とMFCAとの

それぞれ製造原価の対応関係を示すものである。具体的に以下の通りであ

る。

１）原価計算における材料費とMFCAのMC（マテリアルコスト）の計

上内容は同じである。

２）労務費は，SC（システムコスト）に属する。しかし，SCには，労務

費だけではなく原価計算では経費に計上されている減価償却費なども計

上されている。

３）原価計算における経費が，MFCAの計算上では，SC，EC，WTCの

３つに分けて計算される。

以上で分かるように，原価計算では，発生したコストを，製造原価要素別

に分類した後，製品別に集計しているので，製造プロセスにおいて発生する

ロスの原価を表すことができない。MFCAの計算は，原価計算のコスト分

類と異なり，製造に関るコスト要素の分類を変更によりロスの原価を把握し

ようとしていることがわかる。

３.２ 計算方法の相違

原価は，最終的には，製品に対して集計され，さらに製品単位の計算が実

施される１２。実際原価計算においては，製造原価は，原則としてその実際発

生額をまず費目別に計算し，次いで原価部門別に計算し，最後に製品別に集

計する。図表１０はこの過程を表示したものである。
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１３ 國部・中嶌（２０１８）６頁。
１４ 経済産業省（２００９）５頁。

（出所）経済産業省（２００９）５頁を基に筆者作成

図表１１ MFCAの計算の手順

これに対して，MFCAにおいては，伝統的な生産管理や原価計算とは違っ

た現場の見方やデータの収集が必要となる。MFCAの計算は，工程内の原

材料（マテリアル）を実際の流れ（フローとストック）に応じて投入物質ご

とに物量計算し，それに単価を乗じることでコスト計算を行う１３。

経済産業省（２００９）では，MFCAおける製品の製造原価の計算手順が，

図表１１のように示されている。

この計算手順では，「正の製品コスト」とは，次工程に受け渡されたもの

（正の製品）に投入したコスト，「負の製品コスト」とは，廃棄物やリサイ

クルされたもの（負の製品）に投入したコストと説明されている。特に「負

の製品」については，経済産業省（２００９）によると，「製造においては様々

な段階で廃棄物，原材料のロスが発生するが，加工における廃棄物」という

ことである１４。図表１２は，それを示したものである。
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（出所）経済産業省（２００９）３頁

３）原材料在庫，中間在庫，製品在庫が，品質悪化などで使用できなくなり廃棄し
たもの

２）補助材料（溶剤など揮発する材料，切り替え時に装置を洗浄する洗剤，触媒な
ど）

１）加工における廃棄物は，加工時の材料ロス（端材や切粉など），不良品，不純
物・切り替え時の装置内に残った残渣など

図表１２ MFCAにおける「負の製品」

（出所）経済産業省（２００９）３頁

図表１３ MFCAにおける「正の製品」と「負の製品」

負の製品（マテリアルロス）＝ 投入コスト － 正の製品コスト

図表１２と図表１３が示すように，MFCAでは製品になった材料を「正の製

品」，製品にならなかった材料，つまり廃棄物，排出物はすべて「負の製品」

という。さらに，MFCAにおいて，「負の製品」つまりマテリアルロスは次

の式で示される。

ただし，原価計算とは異なり，MFCAでは，MC，SC，ECはすべてマテ

リアルの重量比で「正の製品」と「負の製品」に配分され，WTCはマテリ

アルロスに関係してのみ生じるので，「負の製品」に計上される。さらに，
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１５ 國部・中嶌（２０１８）３４頁。
１６ 中嶌・國部（２００８）７４頁。

（出所）日本政策金融公庫（２０１３）１頁

図表１４ 原価計算とMFCAの違い

原価計算とMFCA計算の過程を比較してまとめたものが図表１４である。

なお，原価計算におけるロスは，生産プロセスから生じる不良品や仕損な

どを指すが，これらの歩留管理では，異常な要因で発生した量が管理対象と

なり，毎期標準的に発生する仕損・減損は管理対象とならない１５。これに対

して，図表１４から，製造過程で発生したコストを製品原価に含めることによ

り原価計算では見えなくなっていたロスが，MFCAの計算を通じて失われ

た価値（コスト改善余力）として可視化されていることがわかる。しかし，

企業経営の立場に立ってみれば，原価計算が算出する数字は，市場で回収さ

れるべき最低限の価値を示している。一方，MFCAで算出される金額は，

市場で回収されるべき価値を示しているわけではない。この金額は，資源生

産性が１００％で廃棄物がゼロという経営面でも環境面でも理想的な生産環境

のもとでの原価を仮想的に示しているにすぎない１６。

要するに，原価計算とMFCA計算とでは，ロスに関わる考え方が異なっ

ているため，結果（金額）も違っている。両者の計算手順と結果の考察から，

伝統的な原価計算による製造原価（材料費，労務費，経費）がMFCAの製
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予算の編成ならびに予算統制のために必要な原価資料を提供す
ること。ここに予算とは，予算期間における企業の各業務分野
の具体的な計画を貨幣的に表示し，これを総合編成したものを
いい，予算期間における企業の利益目標を指示し，各業務分野
の諸活動を調整し，企業全般にわたる総合的管理の要具となる
ものである。予算は，業務執行に関する総合的な期間計画であ
るが，予算編成の過程は，たとえば製品組合せの決定，部品を
自製するか外注するかの決定等個々の選択的事項に関する意思
決定を含むことは，いうまでもない

４）予算管理目的

経営管理者の各階層に対して，原価管理に必要な原価資料を提
供すること。ここに原価管理とは，原価の標準を設定してこれ
を指示し，原価の実際の発生額を計算記録し，これを標準と比
較して，その差異の原因を分析し，これに関する資料を経営管
理者に報告し，原価能率を増進する措置を講ずることをいう

３）原価管理目的

原価を計算してそれに一定の利益をマークアップして価格を決
定するためには，原価計算が適切に行われていなければ望まし
い価格を決定することができない

２）価格計算目的

過去の一定期間における損益ならびに期末における財政状態を
財務諸表に表示するために必要な真実の原価を集計する損益計
算書に記載される売上原価と貸借対照表に記載される仕掛品，
製品などの棚卸資産価額を決定するための基礎資料を提供する
もの

１）財務会計目的

図表１５ 原価計算の目的

造原価の分類方法で再分類でき，結果としてMFCAの製造原価の分類（MC，

SC，EC，WTC）になることが明らかになった。さらに，MFCAの計算プ

ロセスから原価計算の情報が得られるが，逆に原価計算プロセスからMFCA

の情報が得られないと考えられる。

３.３ 計算目的の相違

『基準』によると，原価計算には各種の異なる目的が与えられるが，主た

る目的は，図表１５に示す５つである。
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経営の基本計画を設定するに当たり，これに必要な原価情報を
提供すること。ここに基本計画とは，経済の動態的変化に適応
して，経営の給付目的たる製品，経営立地，生産設備等経営構
造に関する基本的事項について，経営意思を決定し，経営構造
を合理的に組成することをいい，随時的に行なわれる決定であ
る

５）基本計画目的

（出所）『原価計算基準』の第１章に基づいて筆者作成

マテリアルロスの責任は殆ど現場にはないということで，現場
を中心に３現（現場，現物，現実）を行い，前後工程，生産技
術，品質，製品技術，設計，生産管理，場合によっては調達，
総務，経理などの部門が連携して全部門の責任として改善に取
り組むことになり，全部門を巻き込むためにはトップの関与が
必要条件である。マテリアルロスの大きさには，トップが大い
に関心を持つことで，工場トップのリーダーシップの下，工場
全体で改善活動とする

２）工場全体で改
善活動とする
こと

マテリアルロスとなった物質単ごと及びトータルで，物量と金
額の両面でロスの大きさを評価・みえることで，マテリアルロ
スの大きさを認識することになり，改善（マテリアルロスの削
減）への動機づけと道筋を与える

１）マテリアルロ
スの削減・改
善

図表１６ MFCA計算の目的

１７ 日本政策金融公庫（２０１３）１頁。

図表１５から，原価計算は発生した総額を製品別に集計することが目的であ

るため，製造過程においてどれだけムダが発生したかを把握することができ

ない。さらに，「歩留率」や「不良率」は，比率としてとらえるため，どの

くらいムダなコストがかかったのかを把握することができないという指摘が

ある１７。

他方，MFCAは，提供する情報を企業経営へ活かすことによって，図表

１６のような目的が達成できる。
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MFCAによるマテリアルロス改善は，経営的には現金効果（コ
スト削減＋キャッュフロー改善）と廃棄物の発生量を減少する
ことで環境負荷削減を同時に実現すること

３）環境負荷削減

（出所）中嶌・國部（２００８）６５頁に基づいて筆者作成

（出所）『ムダを利益に料理するマテリアルローコスト経営』第４章の日東電工資料を参照して作成

７％２２％３３％負 の 製 品

９３％７８％６７％正 の 製 品

２０１２年２００４年２００１年

図表１７ MFCAにおける製造原価の分類

通常，損益計算書の製造原価は一種類しかないが，図表１７は，これを「正

の製品」に関わる製造原価と「負の製品」に関わる製造原価の二種類に分け

て計上し，MFCAの適用によるロスを減少する改善一例である。MFCAが

提供する情報は，どの程度の製造原価を下げることができるかという改善余

地を示す。そして，企業がそれに着目しつつ，改善目標を設定し，トータル

の製造原価を下げていく活動を実施すれば，図表１７のように「正の製品」の

割合が上がっていくことになる。そこで，材料や資源を利用する効率性が高

まって製品の製造原価を下げると共に，環境汚染の原因になる生産プロセス

から排出されるロスの量も減少している。図表１７のような結果が得られれ

ば，それは資源を有効活用して環境負荷の低減を図っている証しとなり，

CSRという観点でも非常に有効だと考えられる。

以上で，原価計算とMFCA計算の目的が異なることを明確した。企業経

営の立場から見ると，利益に注目するためには原価計算が不可欠な情報だと

考えられる。しかし，マテリアルロス（廃棄物）に注目するMFCAは，原

価計算ほど直接的に企業利益を反映することはできない。それは，企業が積

極的にMFCAを受け入れるネックとなり，MFCAの普及・発展にも限界に

なると考えられる。
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４．おわりに

本稿では，MFCAの定義を示した上で，コスト分類，計算方法，計算目

的の３つの側面からMFCAと原価計算との比較を行った。その結果は，以

下のようにまとめられる。

第１は，MFCAは物量とコストの２つの情報を，測定し管理するシステ

ムである。

第２は，MFCAと原価計算との比較から，以下の３つのことが分かった。

（１）MFCAにおけるコスト要素は，原価計算コスト要素を詳しく再分類

したものである。

（２）MFCA計算における手順，考え方，ロスの見方などは，原価計算と

は異なっているが，MFCA計算による結果から原価計算の情報が得ら

れることが分かった。

（３）企業にとって，MFCA計算の目的より原価計算目的の方が，利益と

の繋がりがあると言える。

このように，MFCAが元々管理会計の新手法として開発・発展されてい

ることで，原価計算とMFCAの比較・考察により，MFCAの本質や比較か

ら出てきた問題点を明らかにした。

結論としては，MFCAの計算方法は原価計算より企業に提供する情報が

多く，詳細であるため，MFCAの計算プロセスから伝統的な原価計算の情

報を抽出することができるが，但し，MFCAが市場から回収すべき製品に

金額という情報の提供を中心としないため，経営者に十分な注意を引き起さ

ないことも分かった。本論文の結論を基に，MFCAにおける問題点に関す

る研究を今後の課題にしたい。将来はMFCAの限界を明確し，これらを突

破する改善策に注目したいと考える。
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ローコスト会計 プロジェクト会計 温暖化対策規制 環境ストック
CSR会計）

９．特集 ２００４年版環境報告書の徹底分析－内部管理と外部報告の両面で
「深化」マテリアルフローコスト会計 プロジェクト会計 温暖化対
策規制 環境ストック CSR会計

１０．経営に生かす環境会計－マテリアルフローコスト会計 環境投資の効
率化やものづくり強化に威力（日経BP環境経営フォーラム ECO
graph コストダウンと投資効率アップに役立つ環境会計）

１１．藤本 孝一郎「マテリアルフローコスト会計の視点」
１２．臼谷 健一「マテリアルフローコスト会計における製品原価の拡張」
１３．岡島 純・角田 哲夫「マテリアルフローコスト会計の取組み」
１４．國部 克彦・中嶌 道靖「リサーチ 環境管理会計の展開－マテリア

ルフローコスト会計を中心に」
１５．河野 裕司「ERPと連携したマテリアルフローコスト会計のシステ

ム化と戦略的展開」（ミニ・テーマセッション 環境会計・環境管理会
計の国際的展開）

１６. 安城 泰雄 「キヤノンにおける環境経営とマテリアルフローコスト
会計の導入」（ミニ・テーマセッション 環境会計・環境管理会計の国
際的展開）
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１．松本 亨・左 健「循環型社会に向けた都市環境インフラの再構築と
LCAの役割」（特集 循環型社会のLCA）

２．Nakajima Michiyasu "The New Management Accounting Field Es-
tablished by Material Flow Cost Accounting （MFCA）"

３．楊 軍「中国企業におけるMFCA導入事例研究」
４．柴田 学・松本 亨・左 健「マテリアルフローコスト会計概念を援
用した物量会計表の時系列展開による都市資源循環施策の評価」

５．柴田 学・松本 亨「地域の循環連鎖を評価するマテリアルフローコ
スト会計の構築」

６．大西 靖「実践マテリアルフローコスト会計（１５）マテリアルフロー
コスト会計によるコストマネジメント活動」

７．前川 昭「実践マテリアルフローコスト会計（１４）滋賀県におけるマ
テリアルフローコスト会計の普及活動」

８．下垣 彰「マテリアルフローコスト会計（２）マテリアルフローコス
ト会計，その効果的運用のために－原価計算の新潮流 "ロスコストの
見える化"」

９．中嶌 道靖「実践マテリアルフローコスト会計（１３）電力業における
マテリアルフローコスト会計の導入可能性に関して」

１０．下垣 彰「マテリアルフローコスト会計（１）原価管理の新潮流 "ロ
スコストの見える化" を」

２００６年

（２３本）

１．外山 たか之「非金銭活動と金銭価値を精緻な構造で結ぶ基本原理 :
複雑で多元的原価作用因の求源可能なモデル化理論とその拡大」

２．下垣 彰「実践マテリアルフローコスト会計（３）経済産業省のモデ
ル事業からみたモノづくりの管理・改善における活用方法」

３．中嶌 道靖「実践マテリアルフローコスト会計（２）新たな管理会計
ツールとしての可能性」

４．國部 克彦「実践マテリアルフローコスト会計（１）日本におけるマ
テリアルフローコスト会計の展開」

５．皆川 智一 <修士論文要旨>環境管理会計のためのマテリアルフロー
コスト会計の一考察－有効性と拡張可能性－

６．河野 裕司「環境経営におけるマテリアルフローコスト会計 企業経
営と環境保全を両立する環境会計の導入」

７．日経BP 環境会計で勝つ! 田辺製薬 工程別廃棄物コストを算出，ま
ずは年間６０００万円削減（検証! 成果出す業務革新ビフォー・アフ
ター）

２００５年

（７本）
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１．國部 克彦・山田 朗「実践マテリアルフローコスト会計（２７）外部
環境経営評価指標としての環境影響統合評価指標とMFCAの活用」

２．下垣 彰「材料ロスを "見える化" するMFCA活用入門（４）MFCA
は材料ロスの問題に気づかせる」

３．國部 克彦・下垣 彰「実践マテリアルフローコスト会計（２６）MFCA
のサプライチェーン展開－サプライチェーンにおけるMFCA情報共
有の意義」

２００７年

（２６本）

１１．天野 輝芳「実践マテリアルフローコスト会計（１２）マテリアルフロー
コスト会計の無電解ニッケルメッキラインへの適用－島津製作所の事
例」

１２．國部 克彦・伊坪 徳宏・中嶌 道「マテリアルフローコスト会計と
LIMEの統合可能性」

１３．東田 明「実践マテリアルフローコスト会計（１１）マテリアルフロー
コスト会計とサプライチェーン」

１４．沼田 雅史「実践マテリアルフローコスト会計（１０）積水化学工業の
マテリアルフローコスト会計導入の取り組み」

１５．池田 猛「実践マテリアルフローコスト会計（９）経営指標にマテリ
アルフローコスト会計を使用した実例」

１６．功刀 昭志「実践マテリアルフローコスト会計（８）マテリアルフロー
に着目した環境改善活動－グリーンプロセス活動について」

１７．古川 芳邦「実践マテリアルフローコスト会計（７）マテリアルフロー
コスト会計の集計から設備投資決定までのフロー」

１８．河野 裕司「実践マテリアルフローコスト会計（６）田辺製薬におけ
るマテリアルフローコスト会計の全社展開」

１９．大島 正克・竹森 一正「わが国の公害に関する環境管理会計学的検
証 :水俣病のマテリアルフローコスト会計」

２０．安城 泰雄「実践マテリアルフローコスト会計（５）職場拠点型環境
保証活動のツールとしてのマテリアルフローコスト会計」

２１．Close Upコストダウンの新たな切り口 導入広まるマテリアルフロー
コスト会計－廃棄物のロスを物量と金額で見える化

２２．伴 竜二「実践マテリアルフローコスト会計（４）マテリアルフロー
コスト会計の中小企業での取り組み」

２３．大西 靖「マテリアルフロー指向のコストマネジメント :アメリカに
おける環境管理会計の展開」
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４．下垣 彰「材料ロスを "見える化" するMFCA活用入門（３）MFCA
が問題解決に目覚めさせる」

５．中嶌 道靖・石田 恒之「実践マテリアルフローコスト会計（２５）マ
テリアルフローコスト会計のシステム化」

６．下垣 彰「材料ロスを "見える化" するMFCA活用入門（２）MFCA
はモノづくりを鍛える 」

７．國部 克彦・下垣 彰「実践マテリアルフローコスト会計（２４）MFCA
とLCAの統合の手順と実践－キヤノンを事例として」

８．下垣 彰「材料ロスを "見える化" するMFCA活用入門（新連載・１）
MFCAがモノづくりのロスを "見える化" する」

９．國部 克彦・下垣 彰「実践マテリアルフローコスト会計（２３）MFCA
とLCAの統合と活用の意義－マテリアルフローにおけるコストと環
境影響の統合分析」

１０．経済産業省産業技術環境局環境政策課環境調和産業推進室「実践マテ
リアルフローコスト会計（２２）経済産業省の取り組みと今後の展開」

１１．安城 泰雄「実践マテリアルフローコスト会計（２１）リサイクル工程・
リサイクル事業へのマテリアルフローコスト会計の適用」

１２．中嶌 道靖「Ⅱマテリアルフローコスト会計（MFCA）の新展開 : MFCA
におけるエネルギー分析への展開および既存の生産管理（TPMを題
材に）に対するMFCAの意義について」

１３．沼田 雅史「積水化学グループにおけるマテリアルフローコスト会計
導入の取り組み」（特集 マテリアルフローコスト会計の実践 :環境管
理会計による原価低減と環境配慮）

１４．河野 裕司「田辺製薬におけるマテリアルフローコスト会計の導入と
展開」（特集 マテリアルフローコスト会計の実践 :環境管理会計によ
る原価低減と環境配慮）

１５．安城 泰雄「キヤノンにおけるマテリアルフローコスト会計の導入」
（特集 マテリアルフローコスト会計の実践 :環境管理会計による原
価低減と環境配慮）

１６．古川 芳邦「マネジメントツールとしてのマテリアルフローコスト会
計－企業の実践と ISO化の展望」（特集 マテリアルフローコスト会計
の実践 :環境管理会計による原価低減と環境配慮）

１７．中嶌 道靖「マテリアルフローコスト会計導入に向けた情報システム
の構築」（特集 マテリアルフローコスト会計の実践 :環境管理会計
による原価低減と環境配慮）
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１．我妻 明「実践マテリアルフローコスト会計（３９）産業用シート素材
製造のMFCA導入」

２．楊軍「環境問題を抱える中国製造業の改善を促進する管理手法に関す
る研究MFCAとAHPとの統合事例（環境サスティナビリティとマネ
ジメント）」

３．小倉 礁「実践マテリアルフローコスト会計（３８）多品種小ロットの
精密板金加工におけるMFCA－テイ・エス・コーポレイションにお
ける事例」

４．名和 英夫「実践マテリアルフローコスト会計（３７）輸送機器用パイ
プ部品へのMFCA試行」

５．阿藤 崇弘「実践マテリアルフローコスト会計（３６）粘着マット製品
におけるMFCA－スミロン三重工場における事例紹介」

６．下垣 彰「実践マテリアルフローコスト会計（３５）木工製品へのMFCA
適用と中小企業におけるMFCAのシステム化検討事例」

７．下垣 彰「サプライチェーンを通したMFCAの適用」

２００８年

（３０本）

１８．國部 克彦「マテリアルフローコスト会計の意義と展望」（特集 マ
テリアルフローコスト会計の実践 :環境管理会計による原価低減と環
境配慮）

１９．特集 マテリアルフローコスト会計の実践 :環境管理会計による原価
低減と環境配慮

２０．國部 克彦「マテリアルフローコスト会計の継続的導入に向けての課
題と対応」

２１．沼田 雅史「マテリアルフローコスト会計導入の取組み－積水化学グ
ループの事例」

２２．岡島 純「実践マテリアルフローコスト会計（２０）日本ペイントにお
ける環境マネジメントツールとしてのマテリアルフローコスト会計」

２３．國領 芳嗣「実践マテリアルフローコスト会計（１９）シオノギのマテ
リアルフローコスト会計導入について」

２４．田島 京子「実践マテリアルフローコスト会計（１８）マテリアルフロー
コスト会計のミニディスク製造工程への適用事例」

２５．圓川 隆夫「実践マテリアルフローコスト会計（１７）マテリアルフロー
コスト会計とTPM（トータル・プロダクティブ・メンテナンス）」

２６．斎藤 好弘「実践マテリアルフローコスト会計（１６）金属部品加工工
場へのマテリアルフローコスト会計の適用－サンデン株式会社での事
例」
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８．中嶌 道靖「実践マテリアルフローコスト会計（３３）大阪府工業協会
におけるMFCA研究会の実施」

９．船坂 孝浩・河野 裕司「実践マテリアルフローコスト会計（３２）田
辺製薬吉城工場におけるマテリアルフローコスト会計の導入」

１０．廣岡 政昭「実践マテリアルフローコスト会計（３１）MFCA手法導
入による環境活動の変革」

１１．SHIBATA Manabu, MATSUMOTO Toru TIME-SERIES MFCA
FOR ASSESSING RECYCLING POLICIES FOR REGIONAL RE-
SOURCE CIRCULATION

１２．Nakajima Michiyasu "The new development of material flow cost
accounting（MFCA）: MFCA analysis in power company and com-
parison between MFCA and TPM（total productive maintenance）"

１３．梶原 晃「実践マテリアルフローコスト会計（３０）林業経営における
原価計算システム導入とマテリアルフローコスト会計への拡張可能
性」

１４．今田 裕美「実践マテリアルフローコスト会計（２９）東北地域におけ
るマテリアルフローコスト会計の普及活動」

１５．下垣 彰「材料のロスを "見える化" するMFCA活用入門（最終回）
モノづくりを鍛えるMFCA 」

１６．下垣 彰「材料ロスを "見える化" するMFCA活用入門（５）MFCA
導入時の落とし穴と対処法」

１７．周 敦史・蒲原 弘継・後藤 尚弘「再生磁器製造システムのMFCA
-LIME統合評価 :瀬戸市での取り組みを例にして」

１８．安城 泰雄「ISO１４０００ファミリーの新しいテーマについて－日本初
提案の新規格 "ISO１４０５１マテリアルフローコスト会計" の国際標準化
活動の状況」（特集 粉体技術と ISO/JIS規格）

１９．木村 耕一「食品企業の社会的責任（４２）マテリアルフローコスト会
計」

２０．経済産業省産業技術環境局環境調和産業推進室「環境経営の高効率化
を目指すマテリアルフローコスト会計の普及と国際標準化」（特集
環境経営とCSR）

２１．近畿経済産業局環境リサイクル課「環境負荷の「見える化」で低炭素
社会を勝ち抜く「環境」をビジネスの力にする「製品グリーンパフォー
マンス高度化推進手法と「マテリアル・フロー・コスト会計手法」セ
ミナー開催報告」
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１．木村 眞実「社会的パースペクティブによる環境会計の考察－MFCA
を対象として」

２．中嶌 道靖・山田 明寿「実践マテリアルフローコスト会計（５１）

MFCAとTRIZの連携による生産革新の促進について」
３．梨岡 英理子「実践マテリアルフローコスト会計（５０）環境管理会計

を使った経営革新のためのアプローチに関する考察－PIUS-Checkと
MFCA，中小企業への導入事例をもとに」

４．田脇 康広「実践マテリアルフローコスト会計（４９）サプライチェー

ン省資源化連携促進事業に参加して」

５．和気 昭彦「実践マテリアルフローコスト会計（４８）倉敷化工株式会

社におけるサプライチェーン省資源化連携促進事業への取組み－

MFCA手法の実践とLCA評価の検証活動の成果」
６．永楽 俊晴「実践マテリアルフローコスト会計（４７）ファブレスメー

カーにおけるMFCAを活用した改善事例の報告と,効率的なものづく
りへの課題－サプライチェーン省資源化連携促進事業の成果報告」

２００９年

（２１本）

２２．國部 克彦「マテリアルフローコスト会計の国際標準化について－ISO
１４０５１が始動」（特集 JEMAI :平成１９年度事業成果報告）

２３．國部 克彦「マテリアルフローコスト会計の意義と展開－環境管理会
計による生産革新」

２４．喜多川 和典「実践マテリアルフローコスト会計（３４）中小企業にお
けるマテリアルフローコスト会計の活用方法」

２５．國部 克彦・大西 靖・東田 明・堀口 真司「環境管理会計研究の
回顧と展望」（<特集>管理会計研究の回顧と展望）

２６．星野 篤「マテリアルフローコスト会計の国際標準について」（特集
資源とリサイクル）

２７．國部 克彦・君塚 秀喜・古川 芳邦「緊急鼎談 MFC会計で強化さ
れる環境経費の競争力」（特集 隠れた廃棄物を丸見えにする トヨタ
式カイゼン・MFC（マテリアルフローコスト）会計）

２８．特集 隠れた廃棄物を丸見えにするトヨタ式カイゼン・MFC（マテ
リアルフローコスト）会計

２９．藤田 利和「実践マテリアルフローコスト会計（２８）ウシオにおける
環境生産性向上への取り組み－マテリアルフローコスト会計の導入」

３０．東田 明「マテリアルフローコスト会計のサプライチェーンへの拡
張」
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１．井岡 大度「マテリアルフローコスト会計と伝統的原価計算」
２．木村 眞実「マテリアルフローコスト会計の国際標準化に関する研
究」

３．佐々木 修一「実践マテリアルフローコスト会計（６３）「町工場連合」
とサプライチェーン省資源化連携促進事業」

２０１０年

（４２本）

７．原田 聖明「実践マテリアルフローコスト会計（４６）MFCAの活用
による［オムロン］グループ全体での資源生産性向上への挑戦」

８．北澤 英人「環境管理会計MFCAによる製造業の体質強化」
９．田村 政也「実践マテリアルフローコスト会計（４５）MFCAによる
廃棄物削減活動のインプロセス化」

１０．張 志仁・北田 皓嗣［訳］「実践マテリアルフローコスト会計（４４）
韓国におけるマテリアルフローコスト会計の実践－現状と今後の展
開」

１１．改革手法ウオッチングMFCA（マテリアルフローコスト会計）－廃
棄物コストを可視化 原材料の無駄を改善－積水化学工業，サンデン，
三菱重工業（１０分間で学べる業務革新講座）

１２．岡田 斎・北田 皓嗣「実践マテリアルフローコスト会計（４２）日本
電気化学株式会社におけるマテリアルフローコスト会計の導入－京都
MFCA研究会実証トライアル事業」

１３．Nakajima Michiyasu "Evolution of Material Flow Cost Accounting
（MFCA）: Characteristics on Development of MFCA Companies
and Significance of Relevance of MFCA"

１４．斉藤 好弘「実践マテリアルフローコスト会計（４１）サプライチェー
ンへのMFCAの適用－サンデングループでの事例」

１５．高橋 幸浩「実践マテリアルフローコスト会計（４０）セラミック粉末
製造工程へのMFCAの適用－NECトーキンにおける事例」

１６．末次 智美・伊坪 徳宏「LCAとMFCAの融合による製品の環境と
経済の統合評価」

１７．奥山 哲也・加藤 征三「LCC（Life cycle cost）の製品開発への活
用」

１８．伊藤 嘉博「わが国における環境管理会計の展開－マテリアルフロー
コスト会計を中心とした検討（特集 環境会計の新展開）」

１９．木村 眞実「マテリアルフローコスト会計の本質－社会的背景から」
２０．鈴木 邦成「物流ABC マテリアルフローコスト会計」
２１．國部 克彦「日本型環境管理会計の特徴と課題 :マテリアルフローコ

スト会計を中心に」
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４．伊藤 嘉博「実践マテリアルフローコスト会計（６２）マテリアルフロー
コスト会計の深化と拡張の方向性－日本ユニシスサプライ（株）のケー
スを中心とした考察」

５．原口 智博・原田 聖明・木村 嘉宏「実践マテリアルフローコスト
会計（６１）オムロンリレーアンドデバイスとサプライチェーン３社に
よるMFCA取り組み展開」

６．下垣 彰「実践マテリアルフローコスト会計（６０）MFCAのシステ
ム化と木工材料の材料ロス徹底削減」

７．野谷 征史「実践マテリアルフローコスト会計（５９）（株）藤田電機
製作所におけるサプライチェーン 省資源化連携促進事業への取組
み」

８．佐久間 清一「実践マテリアルフローコスト会計（５８）「現場主体型」
と「マクロ分析」のMFCAでコスト・排出物削減活動」

９．岡田 斎「実践マテリアルフローコスト会計（５７）栗本コンクリート
工業株式会社におけるマテリアルフローコスト会計の導入」

１０．奈良 恒雄「マテリアルフローコスト会計の医薬中間体への適用」（特
集 製造業へのMFCAの導入）

１１．天王寺谷 達将・北田 皓嗣・岡田 斎「実践マテリアルフローコス
ト会計（５６）日本電気化学株式会社におけるマテリアルフローコスト
会計の導入－化学銅めっき工程での導入事例」

１２．原田 聖明「オムロンにおけるマテリアルフローコスト会計の適用事
例」

１３．谷口 孝弘「VE事例 環境経営でものづくり革新－MFCAによるエ
コノミーとエコロジーの両立」

１４．生出 丈「省資源化のためのサプライチェーン連携による「余肉ダイ
エット」活動」（特集 製造業へのMFCAの導入）

１５．下垣 彰「光大産業におけるMFCAを活用した生産管理」（特集 製
造業へのMFCAの導入）

１６．沼田 雅史「積水化学グループのモノづくり革新におけるMFCA全
社導入について」（特集 製造業へのMFCAの導入）

１７．古川 芳邦・立川 博巳「マテリアルフローコスト会計の ISO化
（ISO１４０５１）について」

１８．斉藤 好弘「サンデングループにおけるMFCA適用事例」（特集 製
造業へのMFCAの導入）

１９．奈良 恒雄「マテリアルフローコスト会計の医薬中間体への適用」（特
集 製造業へのMFCAの導入）
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２０．下垣 彰「MFCAによる資源生産性向上とTPM活動」（特集 製造業
へのMFCAの導入）

２１．特集 製造業へのMFCAの導入
２２．石川 浩二・竹浪 義起・平嶋 一隆［他］・佐藤 洋「環境経営を

推進するMFCAと ITの必要性 : MFCAの導入を支える ITの仕組み」
２３．下垣 彰「生産管理と連携させたMFCAのシステム化株式会社光大

産業の生産管理システム構築とMFCA活用事例から」
２４．原田 聖明「オムロンにおけるマテリアルフローコスト会計の適用事

例」
２５．中嶌 道靖「MFCAの展開 :サプライチェーンにおけるMFCAの有

用性について」
２６．國部 克彦「MFCAの本質と展望 :マテリアルフローとマネーフロー

の視点から」
２７．斉藤 好弘「環境活動による企業価値創造へ－サンデングループにお

けるMFCA適用事例」（特集 ものづくりにおけるマテリアルフロー
コスト会計手法の活用）

２８．立川 博巳・古川 芳邦「ものづくり強化と資源生産性向上・二酸化
炭素排出削減の促進をめざして－日東電工のMFCA活用事例」（特集
ものづくりにおけるマテリアルフローコスト会計手法の活用）

２９．Nakajima Michiyasu "Environmental Management Accounting for
Sustainable Manufacturing : Establishing Management System of
Material Flow Cost Accounting（MFCA）"

３０．本澤 裕起子・塩谷 明広・川原 千明「実践マテリアルフローコス
ト会計（５３）DNPファインケミカル福島におけるMFCA導入事例 」

３１．末次 智美・伊坪 徳宏「LCAとMFCAの融合による製品の環境と
経済の統合評価手法の開発」

３２．伊藤 嘉博「CSR活動の経済性評価－マテリアルフローコスト会計
革新の可能性」

３３．安城 泰雄「マテリアルフローコスト会計（MFCA）の概要と最新
動向（特別講演１，低炭素社会を目指す「見える化」技術）」

３４．古川 芳邦・立川 博巳「マテリアルフローコスト会計－ISO/DIS
１４０５１回付 日本発の国際規格が現在，作成の真っ只中」

３５．阿部 圭司 特集「マテリアルフローコスト会計」を企画して
３６．特集 マテリアルフローコスト会計
３７．立川 博巳「実践マテリアルフローコスト会計（５５）マテリアルフロー

コスト会計の環境リスクマスジメントへの応用可能性」
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１．大関 光「実践マテリアルフローコスト会計（７５）集知技術集団によ
る最強アルミ加工技術の確立と省資源化活動 :ブルーレイディスク・
レコーダー外筐パネルの製造ライン」

２．古川 芳邦・立川 博巳「日本が主導するマテリアルフローコスト会
計（ISO１４０５１）の国際標準化」（特集 ISOマネジメントシステム 総
まくり１５セクター&関連規格）

３．新帯 哲哉「実践マテリアルフローコスト会計（７４）完成度の高い既
存商品のロスをMFCAで徹底追及」

４．中山 恵一「実践マテリアルフローコスト会計（７３）MFCAによる
ロスの見える化で廃棄物量１/５に!－サプライチェーン連携強化による
マテリアルロスの削減」

５．黄 文秀「中国製造業におけるマテリアルフローコスト会計の導入に
関する基礎的研究」

６．古川 芳邦・立川 博巳「国内標準化情報 マネジメントシステム規
格情報 マテリアルフローコスト会計（ISO１４０５１）の国際標準化」

７．玉澤 早苗「大平洋金属チーム 見過ごされた資源，二段構えの有益
化」（特集 負のコストをあぶり出すMFCAの最新アプローチ）

８．岡田 斎「栗本コンクリート工業 重厚長大産業へのMFCA導入」（特
集 負のコストをあぶり出すMFCAの最新アプローチ）

９．徳永 重生「生方製作所チーム 完成度の高い既存製品のロスをMFCA
で徹底追及」（特集 負のコストをあぶり出すMFCAの最新アプロー
チ）

１０．和泉 高雄「ミツバチーム 川上から川下までのロス検出力の向上と
デザイン革新によるグリーンファクトリー（ECO工場の実現）」（特
集 負のコストをあぶり出すMFCAの最新アプローチ）

２０１１年

（４６本）

３８．村田明「実践マテリアルフローコスト会計（５４）住友化学株式会社に
おけるマテリアルフローコスト会計の導入－ファインケミカル分野で
の導入事例」

３９．静 俊二郎「実践マテリアルフローコスト会計（５２）石灰鉱山業にお
けるマテリアルフローコスト会計」

４０．中嶌 道靖「マテリアルフローコスト会計の実務での有用性と今後の
展開」（特集 ものづくりにおけるマテリアルフローコスト会計手法の
活用）

４１．國部 克彦「マテリアルフローコスト会計の意義」（特集 ものづくり
におけるマテリアルフローコスト会計手法の活用）

４２．特集 ものづくりにおけるマテリアルフローコスト会計手法の活用
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１１．近藤 學「佐渡島テックチーム "集知" 技術集団による最強アルミ
加工技術の確立と省資源活動」（特集 負のコストをあぶり出すMFCA
の最新アプローチ）

１２．近藤 學「京写チーム ロスの見える化で廃棄物量１/５に!サプライ
チェーン連携強化によるマテリアルロスの削減」（特集 負のコスト
をあぶり出すMFCAの最新アプローチ）

１３．近藤 學「アサヒチーム 塗着率，増やして達成 "省資源"，「町工場
連合」によるトップカバー製造工程の材料ロス削減」（特集 負のコ
ストをあぶり出すMFCAの最新アプローチ）

１４．下垣 彰「リバース 水の使い方を評価した製紙工場」（特集 負の
コストをあぶり出すMFCAの最新アプローチ）

１５．下垣 彰「群馬合金 熱損失を評価した鋳造のMFCA」（特集 負の
コストをあぶり出すMFCAの最新アプローチ）

１６．下垣 彰・安城 泰雄「水の利用と排水処理に着目したMFCA」（特集
負のコストをあぶり出すMFCAの最新アプローチ）

１７．下垣 彰・安城 泰雄「エネルギーロスを熱量とコストで見える化す
るMFCAの考え方」（特集 負のコストをあぶり出すMFCAの最新ア
プローチ）

１８．中嶌 道靖「MFCAキットによるマテリアルフローコスト会計のポ
イント」（特集 負のコストをあぶり出すMFCAの最新アプローチ）

１９．古川 芳邦・立川 博巳「ISO１４０５１の動向とMFCAのグローバルな
展開について」（特集 負のコストをあぶり出すMFCAの最新アプ
ローチ）

２０．古川 芳邦・立川 博巳「実践マテリアルフローコスト会計（７２）マ
テリアルフローコスト会計（ISO１４０５１）の最新動向－ISO/TC２０７オ
スロ総会における活動」

２１．天野 輝芳・松井 豊「実践マテリアルフローコスト会計（７１）医療
機関へのマテリアルフローコスト会計の導入－血液透析の事例」

２２．特集 負のコストをあぶり出すMFCAの最新アプローチ
２３．吉崎 祐里・松村 秀一・木本 健二・川崎 淳志・鈴木 寛明・中

島 貴春「８０６７ 資源循環施設を中心とする環境マネジメントシステ
ム :工業化戸建住宅（木質パネル接着工法）の生産システムの標準化
その１６（工業化・鉄骨,建築社会システム）」

２４．下垣 彰・安城 泰雄「実践マテリアルフローコスト会計（７０）マテ
リアルのロス削減につながるMFCA」
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２５．木村 眞実「自動車解体業のMFCAに関する研究－MFCAの作成を
中心に」

２６．木村 眞実「マテリアルフロー」による環境管理会計の生成・発展－
「クリーナープロダクション」の考え方 」

２７．安城 泰雄「実践マテリアルフローコスト会計（６９）食品加工業にお
ける「MFCAバランス集計表」の導入」

２８．渡辺 一重・勝呂 信夫「実践マテリアルフローコスト会計（６８）店
舗用機器の整備・クリーニングサービスへのMFCA適用事例」

２９．高草木 亮・冨所 弘栄「実践マテリアルフローコスト会計（６７）川
上から川下までのロス検出力の向上とデザイン革新によるグリーン
ファクトリー（ECO工場）の実現－（株）ミツバにおけるサプライ
チェーン省資源化連携促進事業への取り組み」

３０．下垣 彰「実践マテリアルフローコスト会計（６６）日本MFCAフォー
ラムの活動」

３１．Nakajima Michiyasu "Environmental management accounting for
cleaner production : systematization of material flow cost account-
ing（MCFA）into corporate management system"

３２．関 利恵子「長野県中小企業三社における環境管理会計手法の導入に
関する実態調査－マテリアルフローコスト会計の導入成果と活用可能
性」

３３．加藤 正貴「実践マテリアルフローコスト会計（６５）大平洋金属株式
会社におけるサプライチェーン省資源化連携促進事業への取組み－見
過ごされた資源，二段構えの有益化」

３４．遠藤 明宏「実践マテリアルフローコスト会計（６４）液晶テレビ用キャ
ビネット製造工程の改善と省資源化への取り組み」

３５．東田 明「サンデン株式会社におけるマテリアルフローコスト会計の
展開」

３６．河野 正男「環境マネジメントの進展と管理会計」（特集 原価計算
－過去，現在，そして未来）

３７．沼田 雅史「積水化学グループにおけるモノづくり革新によるマテリ
アルフローコスト会計導入の取り組み」<特集>モノづくりと環境の
マネジメント

３８．滝沢 龍一・花岡 健一・石坂 和明［他］「工程改善効果の試算手
法の検討 :環境対応型ものづくりの実現に向けて」

３９．末次 智美・伊坪 徳宏「LCAとMFCAの融合による製品の環境と
経済の統合評価手法の開発」
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１．立川 博巳「実践マテリアルフローコスト会計（第８６回）MFCAの
次なる国際標準に向けた議論の最新動向 : ISO/TC２０７バンコク総会の
報告」

２．中嶌 道靖「解題深書 環境管理会計・マテリアルフローコスト会
計」

３．関 利恵子「実践マテリアルフローコスト会計（第８５回）長野県にお
けるMFCAの取組み」

４．萬田 義人「実践マテリアルフローコスト会計（８４）食品小売業にお
けるマテリアルフローコスト会計の導入研究 :生鮮部門の食品廃棄物
に関する考察」

５．天王寺谷 達将・北田 皓嗣・岡田 斎［他］「実践マテリアルフロー
コスト会計（８３）マテリアルフローコスト会計情報の利用可能性 :日
本電気化学株式会社における静電塗装工程の事例」

６．関 利恵子・滝沢 龍一「マテリアルフローコスト会計へのブロック
図の適用 :製造プロセスにおけるシミュレーション」

７．省エネ・省資源時代に注目されるMFCA
８．中嶌 道靖・木村 麻子「実践マテリアルフローコスト会計（８２）

MFCAの ISO化によるアジアへの展開 :マレーシア・ベトナムを例と
して」

９．下垣 彰「実践マテリアルフローコスト会計（８１）マレーシアでのマ
テリアルフローコスト会計の応用展開」

１０．下垣 彰「実践マテリアルフローコスト会計（８０）省エネのMFCA :
用役のエネルギーロスを見える化」

２０１２年

（３０本）

４０．後藤 尚弘・澤井 勇輔「理系高等教育機関学生に有効な環境教育コ
ンテンツに関する研究」

４１．北田 皓嗣「マテリアルフローコスト会計による管理実践の拡張」
４２．中嶌 道靖「マテリアルフローコスト会計（MFCA）による内部リ

サイクル材のコストマネジメントに関して」
４３．井岡 大度「マテリアルフローコスト会計における相互配賦法の適

用」
４４．國部 克彦「サプライチェーンへのマテリアルフローコスト会計導入

の意義と課題」（<特集>モノづくりと環境のマネジメント）
４５．高桑 宗右ヱ門「生産と環境のマネジメント（<特集>モノづくりと

環境のマネジメント）」
４６．國部 克彦「マテリアルフローコスト会計による生産と環境のマネジ

メント」（<特集>ものづくりと IT）
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１１．國部 克彦「実践マテリアルフローコスト会計（７９）MFCAの国際
動向 :国際シンポジウム「アジアにおけるサプライチェーンのグリー
ン化のための環境会計とLCA」より」

１２．張 本越・鈴木 和男「中国における環境経営に基づいたMFCA導
入の可能性」

１３．安城 泰雄「実践マテリアルフローコスト会計（７８）日本MFCAフォー
ラムWG３活動状況報告WG３研究テーマ「ME :もったいないエン
ジニアリング」 :生産革新ツールとしてのMFCA」

１４．神長 誉夫「ISO１４０５１としてお墨付き! MFCA（マテリアルフローコ
スト会計）導入で製造コストをいかに減らすか（後編）」

１５．神長 誉夫「ISO１４０５１としてお墨付き! MFCA（マテリアルフローコ
スト会計）導入で製造コストをいかに減らすか（前編）」

１６．蒋 飛鴻「CSR，環境経営と環境管理会計 :マテリアルフローコスト
会計に焦点をあてて」

１７．國部 克彦・渕上 智子・山田 明寿「実践マテリアルフローコスト
会計（７７）MFCAとCFPの統合モデルの開発」

１８．大木 悦郎・仲井 俊文「実践マテリアルフローコスト会計（７６）武
田鋳造株式会社における熱損失の評価へのMFCA適用事例」

１９．東田 明「マテリアルフローコスト会計と既存の生産管理手法との比
較検討の意義 :マテリアルフローコスト会計と管理会計システムの連
携の可能性」

２０．天王寺谷 達将「普及の視点からみるマテリアルフローコスト会計の
位置づけの再考」

２１．今井 範行「マテリアルフロータイムコスト」概念の提唱 :－トヨタ
生産システムとマテリアルフローコスト会計の統合的進化の可能性に
関する一考察－」

２２．奈良 松範・趙 小儀「G２０００１２ 環境関連法がマテリアルフローコ
スト会計に及ぼす影響評価」

２３．税務会計論ゼミナールマテリアルフローコスト会計の有用性
２４．上野 秋実「MFCAに取り組んで」（特集 これからのものづくり）
２５．渡辺 直文「原材料のロスを見える化するMFCA」特集 これから

のものづくり
２６．東田 明「マテリアルフローコスト会計と既存の生産管理手法との比

較検討の意義 :マテリアルフローコスト会計と管理会計システムの連
携の可能性」
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１．岡田 華奈・國部 克彦「実践マテリアルフローコスト会計（第９８回）
マテリアルフローコスト会計の導入効果 :企業単独とサプライチェー
ンの比較検討」

２．下垣 彰「実践マテリアルフローコスト会計（第９７回）MFCA１０年
の進化を振り返る」

３．中澤 優介・天王寺谷 達将・國部 克彦「実践マテリアルフローコ
スト会計（第９６回）MFCAの国際的研究動向 : EMAN２０１３報告論文
の分析」

４．賀 振華・國部 克彦「実践マテリアルフローコスト会計（第９５回）
中国における資源フローコスト会計の展開」

５．金 宰弘・國部 克彦「実践マテリアルフローコスト会計（第９４回）
韓国におけるマテリアルフローコスト会計の展開」

６．横山 一朗「MFCAと統合報告書」
７．中嶌 道靖・岡 照二・呉 綺「中国における環境管理会計の構築に
向けて :中国の持続的経済発展に寄与するMFCA」

８．伊藤 嘉博「MFCAの操作性向上を支援する品質コストアプローチ」
９．鈴木 宏章「実践マテリアルフローコスト会計（第９３回）MFCAを

活用した原価低減活動 :荒川工業（株）における事例紹介」
１０．下垣 彰「実践マテリアルフローコスト会計（第９２回）経営のMFCA

とシステム化 :継続的な資源生産性改善」
１１．清水 敬祐・石川 智治「実践マテリアルフローコスト会計（第９１回）

MFCAに活用できるエネルギー計測と管理手法の検討」
１２．中嶌 道靖・國部 克彦「実践マテリアルフローコスト会計（第９０回）

MFCAとLCAとの交流とその可能性 :エコバランス国際会議２０１２か
ら」

１３．張 本越・鈴木 和男「中国におけるMFCA研究の現状と今後の課
題」

２０１３年

（２０本）

２７．中嶌 道靖・木村 麻子「MFCAによる改善活動と予算管理」
２８．北田 皓嗣・天王寺谷 達将・岡田 斎・國部 克彦「会計計算を通

じた知識形成に関する研究 :日本電気化学におけるMFCA導入事例
を通じて」

２９．立川 博巳「マテリアルフローコスト会計の意義と国際標準化」<特
集>モノづくりと環境のマネジメント（II）

３０．高桑 宗右ヱ門「技術マネジメントとしての生産と環境のマネジメン
ト」（<特集>モノづくりと環境のマネジメント（II））
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１．蒙 雪超「MFCA手法の中国中小鉄鋼企業への適用」
２．３月末までに国際会議設置是非の投票結果，廃棄物に価格つけ環境改
善も日本発マテリアルフローコスト会計が国際標準規格化提案へ

３．篠原 阿紀・Aki SHINOHARA「サプライチェーンにおけるマテリ
アルフローコスト会計情報の共有に関する研究」

４．國部 克彦「実践マテリアルフローコスト会計（第１００回・最終回）
実践マテリアルフローコスト会計シリーズの貢献 :連載１００回をふり
かえって」

５．関 利恵子「マテリアルフローコスト会計による継続的改善活動 :株
式会社駒ヶ根電化の事例研究」（平井克彦教授古稀記念号）

６．國部 克彦「MFCAとLCAの統合モデルの可能性」（特集 学会設立
１０周年）－（１０周年に寄せて）

７．東田 明・國部 克彦「企業経営における環境と経済の統合と離反 :
MFCA導入事例を通して」（<特集>社会と環境の会計学）

８．KIMURA Asako, NAKAJIMA Michiyasu "The Potential for MFCA
Spread in Supply Chains Through Information Sharing "

９．中嶌 道靖「実践マテリアルフローコスト会計（第９９回）マテリアル
フローコスト会計（MFCA）の次の１０年の展開に向けて」

２０１４年

（１４本）

１４．趙 潤・市村 光・唐 旭中［他］「 実践マテリアルフローコスト会
計（第８９回）生産ロットサイズによる環境コストへの影響に関する研
究 : MFCAとシミュレーションの視点から」

１５．湯川 創太郎「実践マテリアルフローコスト会計（第８８回）物量産業
連関表を用いた地域のマテリアル・フロー解析」

１６．國部 克彦・北田 皓嗣・渕上 智子［他］「実践マテリアルフロー
コスト会計（第８７回）MFCA-CFP統合モデルの実践への適用可能性」

１７．木村 麻子・中嶌 靖「低炭素型サプライチェーン構築に向けた
MFCA導入の課題 :資源生産性に関するアンケート調査をもとに」

１８．飛田 甲次郎・中嶌 道靖・木村 麻子「全体最適化に資するMFCA
の拡張 : MFCAとTOCの相互補完性」

１９．東田 明・國部 克彦・篠原 阿紀「環境管理会計による可視性の創
造と変容 : A社におけるマテリアルフローコスト会計実践の時系列分
析を通じて」（<特集>計算の力学）

２０．天王寺谷 達将「マテリアルフローコスト会計が構築するイノベーショ
ンの場 :資源動員力の観点からの考察」（<特集>計算の力学）
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１．篠原 阿紀「マテリアルフローコスト会計に関する文献レビュー」
２．書評 國部克彦・伊坪徳宏・中嶌道靖・山田哲男編著「低炭素型サプ
ライチェーン経営 : MFCAとLCAの統合」

２０１６年

（８本）

１．安城 泰雄「マテリアルフローコスト会計（MFCA）とその実践 :環
境負荷低減とコストダウンを同時に実現する新しい手法」（特集 現場
レベルで考える環境対策）

２．篠原 阿紀「本におけるマテリアルフローコスト会計の研究動向」
３．下垣 彰「省エネに役立つMFCA」（特集 省エネに新風を起こす省エ
ネルギー支援ビジネスの展開 :産業編）

４．木村 眞実・岸本 孝根「自動車解体業へのMFCAの適用 :樹脂リ
サイクルを対象として」

５．大田 博樹「CSV戦略における環境管理会計の活用法に関する一考
察 :マテリアルフローコスト会計を中心として」

６．岡田 華奈「組織間管理会計とマテリアルフローコスト会計」
７．木村 麻子・中嶌 道靖「MFCAによる製造現場のロス削減活動 :作

業者の動機付けを目的に」
８．下里 直子・高木 秀昭・成田 博「MFCAと環境影響評価手法の
融合化による工程改善ポイントの抽出に関する研究」

９．木村 眞実・外川 健一・劉 庭秀・岸本 孝根「自動車リサイクル
におけるマテリアルフローコスト会計に関する研究序説」

１０．中嶌 道靖・飛田 甲次郎・木村 麻子「MFCAとTOCによる環境
管理会計の実務的課題と新たな利益獲得の可能性 :事例研究を通し
て」

２０１５年

（１０本）

１０．國部 克彦・黒岩 進［聞き手］新春特別インタビュー 國部克彦氏
にきく 環境経営の意思決定をサポートする環境会計 :グリーンサプ
ライチェーンとMFCAから統合報告まで（特集 これからの環境経
営２０１４）

１１．立花 潤三・周 敦史・蒲原 弘継［他］・後藤 尚弘「再生磁器製
造システムのMFCA-LCA統合評価 :－瀬戸市の取り組みを例にし
て－」

１２．森 智哉・後藤 時政・岡崎 一浩・杉谷 卓志「MFCAを用いた
原価管理手法に対する一考察」

１３．中嶌 道靖・木村 麻子「サプライチェーンへのMFCA活用の課題 :
バイヤー企業とサプライヤー企業とのヒアリング調査を通じて」

１４．下垣 彰「企業への適用を通したMFCAの進化の研究」
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１．木村 眞実「マテリアルフローコスト会計による樹脂リサイクル工程
の評価について（持続可能なプラスチックリサイクルにむけて）」

２０１７年
（１本）

３．モラー A.プロックス M.岡 照二［訳］・中嶌 道靖［訳］「意思決定
支援ツールとしてのマテリアルフローコスト会計」（特集 マテリアル
フローコスト会計（MFCA））

４．東田 明「MFCAのサプライチェーンへの展開 : LCAとの連携を視
野に」（特集 マテリアルフローコスト会計（MFCA））

５．國部 克彦「MFCAによる経済と環境の連携を再考する : MFCA-LCA
統合モデルの展開へ」（特集 マテリアルフローコスト会計（MFCA））

６．中嶌 道靖・ワグナーB「サステナビリティマネジメント手法として
のマテリアルフローコスト会計（MFCA）の新たな可能性に向けて :
ISO１４０５１と ISO１４０５２の国際規格化を参考に」（特集 マテリアルフ
ローコスト会計（MFCA））

７．関 利恵子・安城 泰雄「MFCA の継続的導入とマネジメントツー
ルとしての展開可能性 :株式会社駒ヶ根電化における考察」

８．下里 直子・田原 一人・勝本 浩一・山下 政隆・成田 博・高木
秀昭「めっき加工工程における環境負荷低減効果の評価手法の検討」
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